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－1－   
となる。   






















































































































【5－   






























タミのスープイー性である。   
さらに、公爵夫人デイジー・ド・ヴァルヴァーディはイスラームについて次のよ  
うに語る。  
ー6－   
デイジー は次々と黒魔術、インドのトラヴュンコールで見たハタヨーガのこ  
と、呪文や祈祷が日常生活の重要な部分を占めていることを認めないことには  





















る．．雨から聖者という連鎖は、タンジールにおけるムスリム民衆の動勢となる。   
このようにタミを契機として、スーフィズム、さらに、スーフィズムの特性であ  
る民衆的壁者を読みとることができ、「山上でのティー」における民衆描写が、ハ  





－7－   
ルは、一晩おきに二時間しか電気は使用できない。しかし、侯爵夫人デイジーの別  
































－8－   
「市民社会」という用語の最も広く受け入れられている解釈に従えば、市民と   
は、宗教的権力あるいは軍人的権力の反対語ではなく、権力そのものの反対語   
である。この意味では市民社会とは社会の一部をなし、家族と国家の中間であ  
































ロッパ植民地の住人がこれに出席しても面目を失わずにすむことだった。招待   
客がイスラム教徒であることが客の間にたぶん無意識に連帯感をもたらしてい  
たからだろう。この連帯感をもたらした原因は招待主はいっこうに気にせず   
事々としてヨーロッパの客を迎え入れたのである。フランス公使の妻が、最下  
層階級のアメリカ人観光客とこのパーティーで話を交わしても、それが常軌を   
逸したことは誰も思わない。（113）  























































－11－   
5）スーフィズム（神秘主義）については、RAニコルソンrイスラムの神秘主義－スーフィズム   
入門』中村鷹泊郎訳（平凡社、1996）を参照。グリーンは『地の果ての夢タンジール』のなか   
で、「ボウルズは1933年の冬中、絶え間なく旅を続けた。明け方に満員のバスに乗ったり、座   
りごこちの悪いラクダの背にまたがって、異国情緒たっぷりの旅行も経験した。北アフリカは、   
彼がこれまで会ったことがないような奇妙な人間たちの住む土地であった。神秘主義の底流が、   
ペルベル人の遊牧民の間にも、彼らの同胞であるアラブ人の間にも流れており、雑踏で賑わう   
野外市域の真ん中で山羊に変身する異に出くわすこともあった」（6）と言及する。ここから判   
断すれば、1930年代に、ボウルズはく異国情緒〉として神秘主義の存在を知ったことになる○   
なお、スーフィズムの研究者である東長頭『イスラームのとらえ別（山川出版社、1996）の説   




6）「市民社会」については、Eickelman，DaleF1996．“Foreword，”AR．Norton，ed．，CivilSocie＆in   
theMiddleEast，Vol．2，Leiden：E．）．Brillを参乳アイケルマンは、「市民社会」について次のよ  























－12－   
andOtherAmericanTmte乃inMorocco．DelmarandNewYbrk：CaraVanBooks．  
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－13－   
